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R. ブルトマンによる非神話論化が本来目指していたものとは何か？　神話的比喩
表現を真理探求の試みとして理解することで、キリスト教信仰の三位一体論的表現
に新たな光を当て、人間の真の「いのち」の実現を待望する。新約聖書学の泰斗が
自身の神学の全体像を示した最新の論考！
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《著者紹介》ゲルト・タイセン（Gerd Theißen） … 1943 年ドイツ生まれ。ハイデルベルク大学名誉教授。著書に『イ
エス運動の社会学』（ヨルダン社）、『パウロ神学の心理学的側面』『新約聖書──歴史・文学・宗教』『イエスとパウロ』
『パウロの弁護人』（教文館）、『原始キリスト教の心理学』『イエス運動』『聖書から聖餐へ』（新教出版社）ほか。
《訳者紹介》大貫　隆（おおぬき・たかし） … 1945 年静岡県生まれ。東京大学名誉教授。著書に『イエスという経験』
『イエスの時』『聖書の読み方』（岩波書店）、『終末論の系譜』（筑摩書房）、『ロゴスとソフィア』『イエスの「神の国」
のイメージ』（教文館）ほか。訳書に『ヨハネ文書』『ナグ・ハマデイ文書』全 4巻（共訳、岩波書店）ほか。

比喩の中に見出される宗教的「共鳴」

新約聖書のポリフォニー
G. タイセン 著　大貫　隆 訳

Botschaft in Bildern: Entmythologisierung als theologische Wahrheitssuche.

―― 新しい非神話論化のために


